
（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： 進路マップ 基礎力診断テスト スタート版-1 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 基本タイプ 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

の読み書き、語彙（適切な類義

語と対義語、同音異義語や多義

的な意味を表す語句の使い方

など）を理解し、適切に使うこ

とができる。 

【設問数】25 問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

※スタート版について

は 28 問（程度）となり

ます 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 第 2 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の大体

を読むこと。また，学年別漢字配当表に示されている漢字について，文

や文章の中で使い慣れること。 

イ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用句や

四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，和

語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を豊

かにすること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，同

音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章の

中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

与えられた文章に即して、言葉

のきまり（口語文法、指示語、

接続語、敬語など）を理解し、

適切に使うことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

※スタート版について

は 19 問（程度）となり

ます。 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 話や文章の種類とその特徴について理解を深めること。 

エ 敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使うこと。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

イ 話し言葉と書き言葉の特徴について理解すること。 

オ 単語の活用，助詞や助動詞などの働き，文の成分の順序や照応など

文の構成について理解するとともに，話や文章の構成や展開について

理解を深めること。  

カ 敬語の働きについて理解し，話や文章の中で使うこと。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する語

句の役割について理解を深めること。 

オ 比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うこと。 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

与えられた短い文章を読み、指

示語が指す内容を的確に把握

することができる。 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な

意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通

して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

エ 単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する語

句の役割について理解を深めること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

与えられた短い文章を読み、文

章の展開の仕方、場面や登場人

物の設定の仕方をとらえ、文章

の主題や筆者の主張を把握す

ることができる。 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などにつ

いて叙述を基に捉え，要旨を把握すること。 

イ 場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写

を基に捉えること。 

 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜は事

項 科⽬名及び内容 

論理的な文章を読み、指示語

が指す内容を的確に把握する

ことができる。 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な

意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

エ 単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する語

句の役割について理解を深めること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜は事

項 科⽬名及び内容 

論理的な文章について、文章

の内容を的確に読み取ること

ができる。 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

論理的な文章を読み、筆者の主

張とその根拠を把握すること

ができる。 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

論理的な文章を読み、関連する

情報を組み合わせたり、説明さ

れている事象を他の事象に当

てはめたりして考えることが

できる。 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜は事

項 科⽬名及び内容 

放送を聞き、語り手の発言の

要点を理解し、書くことがで

きる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自

分の考えをまとめること。 

 

Ｂ 書くこと 

 イ 伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係など

を明確にし，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考

えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工

夫すること。 

エ 読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整える

こと。 

放送を聞き、内容を的確に聞

き取り、発言の要点を把握す

ることができる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自

分の考えをまとめること。 

 

 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜は事

項 科⽬名及び内容 

放送を聞き、内容を的確に聞

き取り、聞き手に対して工夫

していたことを把握すること

ができる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕方を評

価して，自分の考えを広げたり深めたりすること。 

オ 進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話し合

い，合意形成に向けて考えを広げたり深めたりすること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜は事

項 科⽬名及び内容 

示された文章の内容を理解

し、必要な情報に着目して取

り出すことができる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登 

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場 

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈するこ 

と。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展 

開，表現の効果について考えること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜は事

項 科⽬名及び内容 

文章の内容を理解し、内容を

関連付けて根拠となる情報を

抽出することができる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】短答式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開

などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の考

えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体

を整えること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈するこ

と。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，

表現の効果について考えること。 

 



 

 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜は事

項 科⽬名及び内容 

示された文章の内容を理解

し、そこから必要な情報を取

り出し、理解したことを筋道

立てて説明することができ

る。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開

などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の考

えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体

を整えること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈するこ

と。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，

表現の効果について考えること。 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： 進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-2 年 2 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 基本タイプ 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

の読み書き、語彙（適切な類義

語と対義語、同音異義語や多義

的な意味を表す語句の使い方

など）を理解し、適切に使うこ

とができる。 

【設問数】16問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 第 2 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の大体

を読むこと。また，学年別漢字配当表に示されている漢字について，文

や文章の中で使い慣れること。 

イ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用句や

四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，和

語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を豊

かにすること。 
 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，同

音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章の

中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、言

葉のきまり（口語文法、指示

語、接続語、敬語など）を理解

し、適切に使うことができる。 

【設問数】６問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 話や文章の種類とその特徴について理解を深めること。 

エ 敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使うこと。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

イ 話し言葉と書き言葉の特徴について理解すること。 

オ 単語の活用，助詞や助動詞などの働き，文の成分の順序や照応など

文の構成について理解するとともに，話や文章の構成や展開につい

て理解を深めること。  

カ 敬語の働きについて理解し，話や文章の中で使うこと。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

エ 単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する

語句の役割について理解を深めること。 

オ 比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うこと。 



 

 

複数の実用的な文章の内容を

読み取り、目的に応じて必要

な情報に着目し、取捨選択し

て的確に取り出すことができ

る。 

【設問数】４問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展

開などを考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の

考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全

体を整えること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や

登場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登

場人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈するこ

と。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈する

こと。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展

開，表現の効果について考えること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数の実用的な文章の内容を

読み取り、目的に応じて必要

な情報に着目し、比較・関連付

けて考え、根拠の抽出や、情報

の統合をすることができる。 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章を読み、指示語

が指す内容を的確に把握する

ことができる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な

意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

エ 単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する

語句の役割について理解を深めること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章

の内容を的確に読み取ること

ができる。 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や

登場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登

場人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈するこ

と。 

 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章を読み、筆者の主

張とその根拠を把握すること

ができる。 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章やそれについて

の話し合いの様子を読み、読み

取った情報を組み合わせたり、

説明されている事象をほかの

事象に当てはめたりして、考え

を形成することができる。 

【設問数】３問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えること。 

イ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方

について考えること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

 (1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登

場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場

人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古文読解に必要な語句の意

味、品詞の活用を理解したり、

古文の基礎的な知識を使って

短い古典テキストを読むこと

ができる。 

【設問数】12問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題１ 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背

景について理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語

彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

 
〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

放送を聞き、語り手の発言の

要点を理解し、書くことがで

きる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自

分の考えをまとめること。 

 

Ｂ 書くこと 

 イ 伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係など

を明確にし，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考

えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工

夫すること。 

エ 読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整える

こと。 

放送を聞き、内容を的確に聞

き取り、発言の要点を把握す

ることができる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自

分の考えをまとめること。 

 

 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

放送を聞き、内容を的確に聞

き取り、聞き手に対して工夫

していたことを把握すること

ができる。 

【設問数】１問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕方を評

価して，自分の考えを広げたり深めたりすること。 

オ 進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話し合

い，合意形成に向けて考えを広げたり深めたりすること。 

 

 

  



 

 

測定しようとする資質・
能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数の文章の内容を理解

し、そこから必要な情報

を統合することができ

る。 

【設問数】1 問（程

度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題２ 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登場人物

の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の

言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈すること。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現

の効果について考えること。 

 



 

 

測定しようとする資質・
能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

文章の内容を理解し、別

の情報から根拠となる情

報を抽出することができ

る。 

【設問数】1 問（程

度） 

【出題形式】短答式 

サンプル問題２ 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開などを

考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の考えが分

かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体を整え

ること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登場人物

の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の

言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈すること。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現

の効果について考えること。 



 

 

測定しようとする資質・
能力の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数の文章の内容を理解

し、そこから必要な情報

を統合し、書くことがで

きる。 

【設問数】１問（程

度） 

【出題形式】記述式 

サンプル問題２ 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考

えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考え

るとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に

的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けなが

ら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについ

て評価したりするとともに，自分の考えを深めること。 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： 進路マップ 基礎力診断テスト 2 年 3 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 基本タイプ 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

の読み書き、語彙（適切な類義

語と対義語、同音異義語や多義

的な意味を表す語句の使い方

など）を理解し、適切に使うこ

とができる。 

【設問数】16問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 第 2 学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の大体

を読むこと。また，学年別漢字配当表に示されている漢字について，文

や文章の中で使い慣れること。 

イ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用句や

四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，和

語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を豊

かにすること。 
 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，

同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文

章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 



 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は
事項 科目名及び内容 

与えられた短い文章を読み、指

示語が指す内容を的確に把握

することができる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

エ 単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する語

句の役割について理解を深めること。 

オ 比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は
事項 科目名及び内容 

与えられた短い文章を読み、文

章の展開の仕方、場面や登場人

物の設定の仕方をとらえ、文章

の主題や筆者の主張を把握す

ることができる。 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付

けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展

開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めること。 

 
言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章を読み、指示語

が指す内容を的確に把握する

ことができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉えるこ

と。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第１学年〕 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な

意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

エ 単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する

語句の役割について理解を深めること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章

の内容を的確に読み取ること

ができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 
 イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 
Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

 ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章を読み、筆者の

主張とその根拠を把握するこ

とができる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 
 イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 
Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

 ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章やそれについて

の話し合いの様子を読み、読

み取った情報を組み合わせた

り、説明されている事象を他

の事象に当てはめたりして、

考えを形成することができ

る。 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1)  書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古文読解に必要な語句の意

味、品詞の活用を理解するこ

とができる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背

景について理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語

彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

 
〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 
 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古文読解に必要な語句の意味

を理解した上で、内容を正し

く理解し、解釈することがで

きる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背

景について理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き

語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

 
〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基

に的確に捉えること。 
 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

古文読解に必要な語句の意味

を理解した上で、文章の主題・

要旨を理解することができ

る。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背

景について理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き

語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

 
〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基

に的確に捉えること。 
 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

漢文読解に必要な訓読のルー

ル、語句・句形の基礎を理解す

ることができる。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

漢文読解に必要な訓読のルー

ル、語句・句形の基礎を理解し

た上で、内容を正しく理解し、

解釈することができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背

景について理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き

語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

 
〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基

に的確に捉えること。 
 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

放送を聞き、語り手の発言の

要点を理解し、書くことがで

きる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自

分の考えをまとめること。 

 

Ｂ 書くこと 

 イ 伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係など

を明確にし，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考

えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工

夫すること。 

エ 読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめて，文章を整え

ること。 

放送を聞き、内容を的確に聞

き取り、発言の要点を把握す

ることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 論理の展開などに注意して聞き，話し手の考えと比較しながら，自

分の考えをまとめること。 
 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

放送を聞き、内容を的確に聞

き取り、聞き手に対して工夫

していたことを把握すること

ができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 エ 話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕方を評

価して，自分の考えを広げたり深めたりすること。 

オ 進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話し合

い，合意形成に向けて考えを広げたり深めたりすること。 

 
 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数の文章の内容を理解し、

そこから必要な情報を統合す

ることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や

登場人物の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登

場人物の言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈するこ

と。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈する

こと。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展

開，表現の効果について考えること。 

 
 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

文章の内容を理解し、別の情

報から根拠となる情報を抽出

することができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】短答式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

 

Ｂ 

書
く
こ
と 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開などを

考えて，文章の構成を工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自分の考えが分

かりやすく伝わる文章になるように工夫すること。 

エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体を整え

ること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第２学年〕 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登場人物

の設定の仕方などを捉えること。 

イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の

言動の意味などについて考えたりして，内容を解釈すること。 

ウ 文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈すること。 

エ 観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現の

効果について考えること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又は事

項 科目名及び内容 

複数の文章の内容を理解し、

そこから必要な情報を統合

し、書くことができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

 

Ｂ 

書
く
こ
と 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 
 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： 進路マップ 基礎力診断テスト 3 年 1 回-3 年 2 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 基本タイプ 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

の読み書き、語彙（適切な類義

語と対義語、同音異義語や多義

的な意味を表す語句の使い方

など）を理解し、適切に使うこ

とができる。 

【設問数】16問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

  ア 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いを理解する

とともに、敬語を社会の中で適切に使うこと。 

  イ 慣用句・四字熟語などに関する知識を広げ、和語・漢語・外来語

などの使い分けに注意し、語感を磨き語彙を豊かにすること。 

 ウ 漢字に関する事項 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 2 学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 抽象的な概念を表す語句や心情を表す語句などに注意して読むこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

  イ 抽象的な概念を表す語句、類義語と対義語、同音異義語や多義的

な意味を表す語句などについて理解し、語感を磨き語彙を豊かにす

ること。 

  ウ 文の中の文の成分の順序や照応、文の構成などについて考えるこ

と。 

  エ 単語の活用について理解し、助詞や助動詞などの働きに注意する

こと。 

中学校学習指導要領 国語〔第 1 学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ、理解すること。 



 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた短い文章を読み、指

示語が指す内容を的確に把握

することができる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 1 学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ、理解すること。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

  エ 単語の種類について理解し、指示語や接続詞及びこれらと同じよ

うな働きをもつ語句などに注意すること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

与えられた短い文章を読み、文

章の展開の仕方、場面や登場人

物の設定の仕方をとらえ、文章

の主題や筆者の主張を把握す

ることができる。 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述したりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

 エ 文章の構成を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き

手の意図をとらえたりすること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章を読み、指示語が

指す内容を的確に把握するこ

とができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

 

中学校学習指導要領 国語〔第 1 学年〕 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

  エ 単語の種類について理解し、指示語や接続詞及びこれらと同じよ

うな働きをもつ語句などに注意すること。 

論理的な文章について、文章の

内容を的確に読み取ることが

できる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述したりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

 エ 文章の構成を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き

手の意図をとらえたりすること。 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章を読み、筆者の主

張とその根拠を把握すること

ができる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述したりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

 エ 文章の構成を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き

手の意図をとらえたりすること。 

論理的な文章やそれについて

の話し合いの様子を読み、読み

取った情報を組み合わせたり、

説明されている事象を他の事

象に当てはめたりして、考えを

形成することができる。 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述したりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

 エ 文章の構成を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き

手の意図をとらえたりすること。 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古文読解に必要な語句の意味、

品詞の活用を理解することが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
〕 国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  ア 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気

付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 イ 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

古文読解に必要な語句の意味

を理解した上で、内容を正しく

理解し、解釈することができ

る。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。  

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  ア 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気

付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 イ 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

古文読解に必要な語句の意味

を理解した上で、文章の主題・

要旨を理解することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。  

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  ア 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気

付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 イ 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

漢文読解に必要な訓読のルー

ル、語句・句形の基礎を理解す

ることができる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の

特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  ア 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気

付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 イ 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

漢文読解に必要な訓読のルー

ル、語句・句形の基礎を理解し

た上で、内容を正しく理解し、

解釈することができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。  

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

  ア 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気

付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 イ 文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

放送を聞き、語り手の発言の要

点を理解し、書くことができ

る。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

Ｂ 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 ウ 聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考え

方を深めたり、表現に生かしたりすること。 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得力のあ

る文章を書くこと。 

 ウ 書いた文章を読み返し、文章全体を整えること。 

放送を聞き、内容を的確に聞き

取り、発言の要点を把握するこ

とができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 ウ 聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考え

方を深めたり、表現に生かしたりすること。 

放送を聞き、内容を的確に聞き

取り、聞き手に対して工夫して

いたことを把握することがで

きる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ａ 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と 中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

Ａ 話すこと・聞くこと 

 ウ 聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考え

方を深めたり、表現に生かしたりすること。 

 エ 話合いが効果的に展開するように進行の仕方を工夫し、課題の解決

に向けて互いの考えを生かし合うこと。 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

複数の文章の内容を理解し、そ

こから必要な情報を統合する

ことができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

 ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価

すること。 

文章の内容を理解し、別の情報

から根拠となる情報を抽出す

ることができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第 3 学年〕 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の展開を工夫し、資料を適切に引用するなどして、説得力のあ

る文章を書くこと。 

 ウ 書いた文章を読み返し、文章全体を整えること。 

Ｃ 読むこと 

 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 

 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 

 ウ 文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について評価

すること。 

 

  



 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

複数の文章の内容を理解し、そ

こから必要な情報を統合し、書

くことができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 ア 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考え方を文章に

まとめること。 

 ウ 対象を明確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を

考えて書くこと。  

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や記述したりすること。 

 エ 文章の構成を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き

手の意図をとらえたりすること。 

 オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ

方、考え方を豊かにしたりすること。 

 



（様式 4）  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト スタート版-1 年 1 回  

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能

力の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

整数の加法・乗法・除法を組

み合わせた計算をすること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 4 学年〕 

(4)  整数の計算の能力を定着させ，それを用いる能力を伸ばす。 

累乗の計算を含む，簡単な正

の数と負の数の四則演算を

することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。 

(ｳ) 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりするこ

と。 

乗数が小数である，小数の乗

法の計算をすることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5 学年〕  

（3） 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用い

ることができるようにする。 

  ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数  

や除数が小数である場合の乗法及び除法の意味について理解する   

こと。 

  イ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができ  

ること。また，余りの大きさについて理解すること。 



 

 
 

 

異分母の分数の減法の計算

をすることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5 学年〕 

（4） 分数についての理解を深めるとともに，異分母の分数の加法及び

減法の意味について理解し，それらを用いることができるようにす

る。 

  オ 異分母の分数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計 

算ができること。 

乗数や除数が分数である，分

数の乗法・除法の計算をする

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 6 学年〕 

（1） 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いる 

ことができるようにする。 

  イ 分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算がで 

   きること。 

分数の除法を含む，簡単な分

数の四則演算をすることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 6 学年〕 

（1） 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いる 

ことができるようにする。 

  ア 乗数や除数が整数や小数である場合の計算の考え方を基にして， 

  乗数や除数が分数である場合の乗法及び除法の意味について理解す  

  ること。 

  イ 分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができる 

こと。 

（2） 小数及び分数の計算の能力を定着させ，それらを用いる能力を伸ば 

す。 



 

 
 

 

正の数の平方根の計算をす

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数の平方根の必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

(ｳ) 具体的な場面で数の平方根を用いて表したり処理したりすること。 

因数分解の公式を利用して，

与えられた式を因数分解す

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法の計算をする
こと。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や
因数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 



 

 
 

 

簡単な一元一次方程式を解

くことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(3) 一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解する

こと。 

(ｲ) 簡単な一元一次方程式を解くこと。 

因数分解を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

解の公式を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

2 つの数量をもとに，濃度を

求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

数
量
関
係 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5 学年〕 

（3） 百分率について理解できるようにする。 



 

 
 

 

与えられた数量について，適

切に単位変換をすることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

量
と
測
定 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5 学年〕 

（4） 速さについて理解し，求めることができるようにする。 

与えられた度数分布表から，

平均値を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを表やグラフ

に整理すること。 

x と y の関係式をもとに，具

体的な x の値から y の値を

求めることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 関数関係の意味を理解すること。 

(ｲ) 比例，反比例について理解すること。 

(ｳ) 座標の意味を理解すること。 

(ｴ) 比例，反比例を表，式，グラフなどに表すこと。 

与えられた具体的な一次関

数の式をもとに，一次関数の

グラフの傾きを求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 



 

 
 

 

与えられた x と y に関する

条件，および変化の割合か

ら，一次関数の式を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

与えられた具体的な一次関

数と x の増加量から，y の増

加量を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

与えられた座標平面上の二

点を通る，直線の式を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

与えられた x と y に関する

条件から，関数 y=ax2の比例

定数を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 関数 y＝ax^2 を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 



 

 
 

 

与えられた具体的な関数

y=ax2 を表す正しいグラフを

選択することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 関数 y＝ax^2 を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

与えられた具体的な関数

y=ax2について，xの増加量を

もとに変化の割合を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 関数 y＝ax^2 を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

与えられた具体的な関数

y=ax2について，xの変域をも

とに y の変域を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 関数 y＝ax^2 を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

日常的な事象において，条件

にあう適切な一次関数のグ

ラフを選択することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，条件

にあう適切な一次関数の式

を求め，与えられた y の値か

ら x の値を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

一次関数の式やグラフを活

用して，日常的な事象におけ

る課題解決をすることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

直方体において，ある辺とね

じれの位置関係にある辺を

選ぶことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(2) 空間図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 空間における直線や平面の位置関係を知ること。  

与えられた半径と中心角を

もとに，おうぎ形の面積を求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(2) 空間図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体や体，球の表面積と体積を求め

ること。 



 

 
 

 

与えられた長さをもとに，柱

体・錐体・球の体積を求める

ことができる。 

【設問数】3 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(2) 空間図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体や体，球の表面積と体積を求め

ること。 

与えられた三角形の内角と

外角の条件をもとに，必要な

角度の値を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

図
形 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5 学年〕 

（1） 図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形につい 

ての理解を深める。 

  ウ 図形の性質を見いだし，それを用いて図形を調べたり構成したりす

ること。 

中心角と円周角の関係をも

とに，与えられた円周角の大

きさから，中心角の大きさを

求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(2) 円周角と中心角の関係について，数学的活動を通して，次の事項を身

に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できることを知

ること。 

相似な三角形を見出し，相似

比をもとに三角形の辺の長

さを求めることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解すること。 

与えられた辺の長さと三平

方の定理をもとに，三角形の

辺の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 
図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知ること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，問題

文で与えられた条件を利用

して，図形の計量をすること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

数
量
関
係 

小学校学習指導要領 算数 〔第 6 学年〕 

（1） 比について理解できるようにする。 

問題文で与えられた条件を

利用して，図形の面積比や体

積比を求め，日常的な事象に

おける課題解決をすること

ができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確

かめること。 

(ｲ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。 

(ｳ) 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。 

日常的な事象において，ヒス

トグラムをもとに資料の代

表値を読み取ることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向

を読み取り，批判的に考察し判断すること。 

日常的な事象において，状況

に応じた代表値を根拠とし

て適切な結論を出すことが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向を

読み取り，批判的に考察し判断すること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，条件

に当てはまる値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 数学 〔第 4 学年〕 

（4） 整数の計算の能力を定着させ，それを用いる能力を伸ばす。 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，文字

の値の範囲を求め，条件に当

てはまる数を文字式を用い

て表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(2) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 (ｴ) 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを

理解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。 

日常的な事象において，数式

や言葉を用いて条件を比較

し，課題解決の思考プロセス

を説明することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(2) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること。 

(ｳ) 簡単な一次式の加法と減法の計算をすること。 

(ｴ) 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを

理解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-1 年 3 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能

力の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

整数の減法・乗法・除法を組

み合わせた計算をすること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 
Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 4 学年〕 

(4)  整数の計算の能力を定着させ，それを用いる能力を伸ばす。 

累乗の計算を含む，簡単な正

の数と負の数の四則演算を

することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。 

除数が小数である，小数の除

法の計算をすることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5 学年〕 

(3) 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いる

ことができるようにする。 

ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除

数が小数である場合の乗法及び除法の意味について理解すること。 

イ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができるこ

と。また，余りの大きさについて理解すること。 

除数が分数である，分数の除

法の計算をすることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 6 学年〕 

(1) 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いる 

ことができるようにする。 

イ 分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができるこ

と。 



 

 
 

 

分数の除法を含む，簡単な分

数の四則演算をすることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
計
算 

小学校学習指導要領 算数 〔第 6 学年〕 

(1) 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いる 

ことができるようにする。 

ア 乗数や除数が整数や小数である場合の計算の考え方を基にして，乗

数や除数が分数である場合の乗法及び除法の意味について理解するこ

と。 

イ 分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができるこ

と。 

正の数の平方根の計算をす

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 〔第 3 学年〕 

(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

文字を含む簡単な単項式の

乗法・除法の計算をすること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 〔第 2 学年〕 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をするこ

と。 

文字を含む簡単な多項式の

加法・減法の計算をすること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 〔第 2 学年〕 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をするこ

と。 



 

 
 

 

簡単な一元一次方程式を解

くことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 〔第 1 学年〕 

(3) 一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一元一次方程式を解くこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 

因数分解を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 〔第 3 学年〕 

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

解の公式を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 〔第 3 学年〕 

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

一方の数量の百分率から，か

らもう一方の数量を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

数
量
関
係 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5 学年〕 

(3) 百分率について理解できるようにする。 



 

 
 

 

速さ・時間・道のりの関係を

利用して，速さと時間から道

のりを求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

量
と
測
定 

小学校学習指導要領 算数 〔第 6 学年〕 

(4)  速さについて理解し，求めることができるようにする。 

標本の傾向から，母集団の傾

向を推定することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 標本調査について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断す

ること。 

x と y の関係式をもとに，具

体的な x の値から y の値を

求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 関数関係の意味を理解すること。 

与えられた x と y に関する

条件から，比例・反比例を式

で表すことができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(2) 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 比例，反比例を表，式，グラフなどに表すこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラ

フなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすこと。 



 

 
 

 

与えられた具体的な一次関

数と y の増加量から，x の増

加量を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現するこ

と。 

与えられた座標平面上の二

点を通る，直線の式を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(5) 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現するこ

と。 

与えられた x と y に関する

条件から，x と y の関係を

y=ax2 の式で表すことができ

る。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

  (1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現する

こと。 



 

 
 

 

与えられた具体的な関数

y=ax2 を表す正しいグラフを

選択することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(8) 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現する

こと。 

与えられた具体的な関数

y=ax2について，xの変域をも

とに変化の割合や y の変域

を求めることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(9) 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

  (1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現する

こと。 

日常的な事象において，条件

にあう適切な関数y=ax2を選

択し，与えられた x の値から

y の値を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解すること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた関数y=ax2を表す正し

いグラフを選択することが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現する

こと。 

関数 y=ax2の式やグラフを活

用して，日常的な事象におけ

る課題解決をすることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(1) 関数 y＝ax^2 について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現するこ

と。 

(ｲ) 関数 y＝ax^2 を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

文字を含む多項式の加法・減

法の計算をすることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をすること 



 

 
 

 

文字を含む単項式の乗法・除

法の計算をすることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をするこ

と。 

乗法公式を利用して，与えら

れた式を展開することがで

きる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や

因数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 



 

 
 

 

因数分解の公式を利用して，

与えられた式を因数分解す

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3 学年〕 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や

因数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 

因数分解の公式を利用して，

与えられた式を因数分解す

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に ，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を

多面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

平方根の性質を利用して，根

号を含む式を，根号を使わず

に表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

絶対値の性質を利用して，絶

対値を含む式を，絶対値を使

わずに表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

簡単な無理数を含む式の展

開をすることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 



 

 
 

 

与えられた無理数を含む式

について，分母の有理化を行

うことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

日常的な事象において，与え

られた条件から，具体的な数

量について文字式を用いて

表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 第 2学年 

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をするこ

と。 

(ｲ) 具体的な事象の中の数量の関係を文字を用いた式で表したり，式の

意味を読み取ったりすること。 

(ｳ) 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解

すること。 

日常的な事象において，分母

の有理化を行い，無理数を含

む式を計算することができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，無理

数の計算を行い，日常的な事

象における課題解決を解決

することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

日常的な事象において，ヒス

トグラムをもとに資料の代

表値を読み取ることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

日常的な事象において，状況

に応じた代表値を根拠とし

て適切な結論を出すことが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向を

読み取り，批判的に考察し判断すること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，x と

yに関する条件から比例関係

を式で表すことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 1 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 比例，反比例を表，式，グラフなどに表すこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラ

フなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすこと。 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，x と

yの関係を表す適切なグラフ

を選択することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 2 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2 学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数について理解すること。 

(ｳ) 二元一次方程式を関数を表す式とみること。 

日常的な事象において，数式

や言葉，グラフを用いて条件

を比較し，思考プロセスを説

明することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 問３ 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解

を求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解

決に活用すること。 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 2 年 1 回-2 年 3 回 

 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載 ※選択科目範囲の受検なし） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能

力の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

累乗の計算を含む，簡単な正

の数と負の数の四則演算を

することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 

 (1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 (ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。 

文字を含む簡単な単項式の

乗法・除法の計算をすること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

 (1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 (ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をするこ

と。 

因数分解を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

 (3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 (ｲ) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。 

解の公式を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

 (3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 



 

 
 

 

二つの数量をもとに，濃度を

求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

変
化
と
関
係 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5学年〕 

C（3）割合 

（3）二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(イ) 百分率を用いた表し方を理解し，割合などを求めること。 

与えられた座標平面上の二

点を通る，直線の式を求める

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

与えられた辺の長さと三平

方の定理をもとに，三角形の

辺の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知ること。 



 

 
 

 

因数分解の公式を利用して，

与えられた式を因数分解す

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける
ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や
因数分解をすること。  

(a＋b)2＝a2＋2ab＋b2  

(a－b)2＝a2－2ab＋b2  

(a＋b)(a－b)＝a2－b2  

(x＋a)(x＋b)＝x2＋(a＋b)x＋ab 

与えられた簡単な一次不等

式を解くことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解
を求めること。 

与えられた無理数を含む式

について，分母の有理化を行

うことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす
ること。 

正の数の平方根の計算をす

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 
数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 
(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 



 

 
 

 

与えられた簡単な命題の真

偽を判断することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

平行線の錯角や同位角の性

質について理解し，角度を求

めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

(1) 基本的な平面図形の性質について，数学的活動を通して，次の事項
を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平行線や角の性質を理解すること。 

与えられた簡単な場合につ

いて確率を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の
事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 簡単な場合について確率を求めること。 

関数の表し方を理解し，二次

関数の値を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

2次関数のグラフの平行移動

について理解し，二次関数を

平行移動して得られる放物

線の関数を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

平方完成について理解し，放

物線の頂点を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

与えられた二次関数に関す

る条件から，二次関数の二次

の係数を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

平方完成を利用して，二次関

数の最大値と最小値を求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 



 

 
 

 

二次関数のグラフの軸と定

義域の位置関係から，二次関

数の最小値を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 

二次方程式の解を利用して，

二次関数のグラフと x 軸と

の共有点の x 座標を求める

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するこ

と。また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解

し，二次関数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

二次関数のグラフと x 軸と

の共有点の個数を求めるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するこ

と。また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解

し，二次関数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

二次関数のグラフを利用し

て，与えられた二次不等式を

解くことができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するこ

と。また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解

し，二次関数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた状況から変数の定義

域を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 

日常的な事象において，与え

られた条件を満たすような

変数の値を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 

2次関数の式やグラフを活用

して，日常的な事象を考察す

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 

三角比の定義を理解し，与え

られた三角形の辺の長さか

ら，余弦の値を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 



 

 
 

 

三角比の定義を理解し，具体

的な角の正弦・余弦・正接の

値を求めることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

(ｲ) 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用い
て鈍角の三角比の値を求める方法を理解すること。 

鋭角の三角比と鈍角の三角

比の関係を理解し，与えられ

た余弦の値と同じ正弦の値

を選択することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用い
て鈍角の三角比の値を求める方法を理解すること。 

三角比の相互関係を理解し，

与えられた三角比の値から，

同じ角の別の三角比の値を

求めることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用い
て鈍角の三角比の値を求める方法を理解すること。 

三角比の定義を理解し，具体

的な余弦の値となる角の大

きさを求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用い
て鈍角の三角比の値を求める方法を理解すること。 



 

 
 

 

与えられた辺の長さや角の

大きさから，正弦定理や余弦

定理を用いて，求めたい長さ

の計量をするができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関
連付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

与えられた辺の長さや角の

大きさから，三角形の面積を

求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関
連付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

日常的な事象において，与え

られた条件と三角比の定義

をもとに，求めたい長さの計

量をすることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数
学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 

日常的な事象において，与え

られた条件と正弦定理をも

とに，求めたい長さの計量を

することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数
学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた条件と余弦定理をも

とに，求めたい長さの計量を

行い，課題を解決をすること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数
学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 

日常的な事象において，ヒス

トグラムをもとに資料の代

表値を読み取ることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

日常的な事象において，状況

に応じた代表値を根拠とし

て適切な結論を出すことが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，xと

yに関する条件から比例関係

を式で表すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 
(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラフ

などを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすこと。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，xと

yの関係を表す適切なグラフ

を選択することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 
(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ること。 
(ｳ) 二元一次方程式を関数を表す式とみること。 

日常的な事象において，数式

や言葉，グラフを用いて条件

を比較し，思考プロセスを説

明することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解
決に活用すること。 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 3 年 1 回-3 年 2 回 

 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載 ※選択科目範囲の受検なし） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能

力の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

累乗の計算を含む，簡単な正

の数と負の数の四則演算を

することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 

(1)具体的な場面を通して正の数と負の数について理解し，その四則 

計算ができるようにするとともに，正の数と負の数を用いて表現し

考察することができるようにする。 

ウ 正の数と負の数の四則計算をすること。 

 

文字を含む簡単な単項式の

乗法・除法の計算をすること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に

表現したり式の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を

用いた式の四則計算ができるようにする。 

  ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をするこ  

   と。 

 

因数分解を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

(3) 二次方程式について理解し，それを用いて考察することができるよ

うにする。 

   イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこ    

    と。 



 

 
 

 

解の公式を利用して，簡単な

二次方程式を解くことがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

(3) 二次方程式について理解し，それを用いて考察することができるよ

うにする。 

   ウ 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

二つの数量をもとに，濃度を

求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

数
量
関
係 

小学校学習指導要領 算数 〔第 5学年〕 

(3) 百分率について理解できるようにする。 

与えられた座標平面上の二

点を通る，直線の式を求める

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応

を調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関

係を見いだし表現し考察する能力を養う。 

   イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解す   

    ること。 

与えられた辺の長さと三平

方の定理をもとに，三角形の

辺の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

(3) 観察，操作や実験などの活動を通して，三平方の定理を見いだして

理解し，それを用いて考察することができるようにする。 

   ア 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知るこ 

    と。 



 

 
 

 

因数分解の公式を利用して，

与えられた式を因数分解す

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

(2)  文字を用いた簡単な多項式について，式の展開や因数分解ができ
るようにするとともに，目的に応じて式を変形したりその意味を読み取
ったりする能力を伸ばす。 

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因
数分解をすること。  

(a＋b)2＝a2＋2ab＋b2  

(a－b)2＝a2－2ab＋b2  

(a＋b)(a－b)＝a2－b2  

(x＋a)(x＋b)＝x2＋(a＋b)x＋ab 

与えられた簡単な一次不等

式を解くことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

イ 式  

(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を
求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

与えられた無理数を含む式

について，分母の有理化を行

うことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす 

ること。 



 

 
 

 

正の数の平方根の計算をす

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

(1) 正の数の平方根について理解し，それを用いて表現し考察

することができるようにする。 

  イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

与えられた簡単な命題の真

偽を判断することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

ア 数と集合  

(ｲ) 集合  

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活用す
ること。 

与えられた具体的なデータ

について，四分位偏差を求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

2 (4) 

ア データの散らばり 

四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味について理解し，それらを用
いてデータの傾向を把握し，説明すること。 

相関係数の値と散布図の関

係をもとに，相関係数が示す

適切な散布図を選択するこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

2 (4) 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し，それらを用いて二つのデータの相関
を把握し説明すること。 



 

 
 

 

関数の表し方を理解し，二次

関数の値を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグ
ラフの特徴について理解すること。 

2次関数のグラフの平行移動

について理解し，二次関数を

平行移動して得られる放物

線の関数を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグ
ラフの特徴について理解すること。 

平方完成について理解し，放

物線の頂点を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグ
ラフの特徴について理解すること。 

与えられた二次関数に関す

る条件から，二次関数の二次

の係数を求めることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグ
ラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

平方完成を利用して，二次関

数の最大値と最小値を求め

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

イ 二次関数の値の変化 

(ｱ)二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最
小値を求めたりすること。 

二次関数のグラフの軸と定

義域の位置関係から，二次関

数の最小値を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

イ 二次関数の値の変化 

(ｱ)二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最
小値を求めたりすること。 

二次方程式の解を利用して，

二次関数のグラフと x 軸と

の共有点の x 座標を求める

ことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

イ 二次関数の値の変化 

(ｲ)二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとと
もに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してその
解を求めること。 



 

 
 

 

二次関数のグラフと x 軸と

の共有点の個数を求めるこ

とができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

イ 二次関数の値の変化 

(ｲ)二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとと
もに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してその
解を求めること。 

二次関数のグラフを利用し

て，与えられた二次不等式を

解くことができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

イ 二次関数の値の変化 

(ｲ)二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとと
もに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してその
解を求めること。 

日常的な事象において，与え

られた状況から変数の定義

域を求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグ
ラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた条件を満たすような

変数の値を求めることがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

イ 二次関数の値の変化 

(ｱ)二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最
小値を求めたりすること。 

2次関数の式やグラフを活用

して，日常的な事象を考察す

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

2 (3) 

イ 二次関数の値の変化 

(ｱ)二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最
小値を求めたりすること。 

三角比の定義を理解し，与え

られた三角形の辺の長さか

ら，余弦の値を求めることが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｱ)鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 



 

 
 

 

三角比の定義を理解し，具体

的な角の正弦・余弦・正接の

値を求めることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｱ)鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

(ｲ)鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍
角の三角比の値を求めること。 

鋭角の三角比と鈍角の三角

比の関係を理解し，与えられ

た余弦の値と同じ正弦の値

を選択することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｲ)鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍
角の三角比の値を求めること。 

三角比の相互関係を理解し，

与えられた三角比の値から，

同じ角の別の三角比の値を

求めることができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｱ)鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 



 

 
 

 

三角比の定義を理解し，具体

的な余弦の値となる角の大

きさを求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｲ)鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍
角の三角比の値を求めること。 

与えられた辺の長さや角の

大きさから，正弦定理や余弦

定理を用いて，求めたい長さ

の計量をするができる。 

【設問数】2問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｳ)正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さ
や角の大きさを求めること。 

与えられた辺の長さや角の

大きさから，三角形の面積を

求めることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 

日常的な事象において，与え

られた条件と三角比の定義

をもとに，求めたい長さの計

量をすることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｱ)鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた条件と正弦定理をも

とに，求めたい長さの計量を

することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｳ)正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さ
や角の大きさを求めること。 

日常的な事象において，与え

られた条件と余弦定理をも

とに，求めたい長さの計量を

行い，課題を解決をすること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

2 (2) 

ア 三角比 

(ｳ)正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さ
や角の大きさを求めること。 

日常的な事象において，ヒス

トグラムをもとに資料の代

表値を読み取ることができ

る。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表

やグラフに整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾

向を読み取ることができるようにする。 

 ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。 

日常的な事象において，状況

に応じた代表値を根拠とし

て適切な結論を出すことが

できる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表

やグラフに整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾

向を読み取ることができるようにする。 

 イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。 



 

 
 

 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，xと

yに関する条件から比例関係

を式で表すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1学年〕 

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対 

応を調べることを通して，比例，反比例の関係についての理解を深め

るとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。 

    エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を   

     理解すること。 

日常的な事象において，与え

られた状況を読み取り，xと

yの関係を表す適切なグラフ

を選択することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応

を調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関

係を見いだし表現し考察する能力を養う。 

   ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。 

   エ 一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

日常的な事象において，数式

や言葉，グラフを用いて条件

を比較し，思考プロセスを説

明することができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

2 (1) 

イ 式  

(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を
求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

 



（様式 4） 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト スタート版-1 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・モノローグまたは複数の人物

による会話を聞いて、その場面

や状況などを推測することが

できる。 

 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 4 問（程

度） 

【CEFR】A1 程度 

 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，自然な口調で話される英語を聞いて，

話し手の意向を正確に把握する活動。 

(ｲ) 店や公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスなどか

ら，自分が必要とする情報を聞き取る活動。 

(ｳ) 友達からの招待など，身近な事柄に関する簡単なメッセージを

聞いて，その内容を把握し，適切に応答する活動。 

(ｴ) 友達や家族，学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関

する会話や説明などを聞いて，概要や要点を把握する活動。ま

た，その内容を英語で説明する活動。 

  



（様式 4） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・状況に応じた正しい語彙や表

現を使用することができる。 

 

【設問数】8 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 8 問 

【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエ

ッセイ，物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読

んで，イラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握

する活動。また，その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活

動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書

く活動。 

・文レベルで、文法や語彙語法

を正しく理解して使用するこ

とができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 12 問 

【CEFR】A1 程度 

・正しい文法語彙語法知識から

日本語の内容に即した英文を

再構築することができる。 

【設問数】6 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（語句整序） 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 6 問 

【CEFR】A1 程度 

 



（様式 4） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・複数の人物による会話文を読

んで、その場面や状況、会話の

流れなどを推測することがで

きる。 

 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 4 問 

【CEFR】A1 程度 

 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパ

ンフレット，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自

分が必要とする情報を読み取る活動。 

 

  



（様式 4） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・英語で書かれたチラシ等の

情報を読んで、適切な対応を

することができる。 

 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 2 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパ

ンフレット，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自

分が必要とする情報を読み取る活動。 

(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエ

ッセイ，物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読

んで，イラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する

活動。また，その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

・まとまりのある説明文や物

語文などを読んで、テーマや

概要をとらえることができ

る。 

 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 4 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

  



（様式 4） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項⽬ 
領域⼜
は事項 科⽬名及び内容 

・与えられたテーマに応じて、

論理的な理由を考えることが

できる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 2 問 

【CEFR】A1 程度 

 

 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと。 

(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で

書く活動。 

(ｲ) 簡単な手紙や電子メールの形で自分の近況などを伝える活動。 

(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事など

を説明するまとまりのある文章を書く活動。 

(ｴ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した

内容に基づき，自分の考えや気持ち，その理由など 

を書く活動。 

 

 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1 程度 

 

 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 



（様式 4） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 

 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 4 問 

【CEFR】A1 程度 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

２内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その場で適切に

応答したり，関連する質問をしたりして，互いに会話を継続する活

動。 

(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，自分で作成

したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え合う活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容

に基づき，読み取ったことや感じたこと，考えたことなどを伝えた上

で，相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問し返したりす

る活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭で説明する

活動。 

(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどをまとめ，

簡単なスピーチをする活動。 

(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容

に基づき，自分で作成したメモなどを活用しながら口頭で要約したり，

自分の考えや気持ちなどを話したりする活動。 

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1 程度 

※スピーキング試験は実施せず 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1～2 程度 

※スピーキング試験は実施せず 

・図や表に関する問いに即座

に応じて、「やり取り」するこ

とができる 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1 問 

【CEFR】A1～2 程度 

※スピーキング試験は実施せず 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回－2 年 3 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・複数の人物による会話を聞い

て、その場面や状況などを推測

することができる。 

 

【設問数】4 問(程度) 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
【出題数の割合】 
1 年２～３回 
義務教育範囲 3 問 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 1 問 
２年１～３回 
義務教育範囲 1～4問 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～4問 

 
【CEFR】A1 程度 

サンプル問題 1 

 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，自然な口調で話される英語を聞いて，

話し手の意向を正確に把握する活動。 

(ｲ) 店や公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスなどか

ら，自分が必要とする情報を聞き取る活動。 

(ｳ) 友達からの招待など，身近な事柄に関する簡単なメッセージを

聞いて，その内容を把握し，適切に応答する活動。 

(ｴ) 友達や家族，学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関

する会話や説明などを聞いて，概要や要点を把握する活動。また，

その内容を英語で説明する活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送

などから必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。

また，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な

語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明など

から必要な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，聞き

取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・状況に応じた正しい語彙や表

現を使用することができる。 

 

【設問数】8 問(程度) 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 6 問 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 2 問 
２年１～３回 

義務教育範囲 4～7問 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～3問 

 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読

んで，イラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握

する活動。また，その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活

動。 
① カ 書くこと 
(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で

書く活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで、文法や語彙語法

を正しく理解して使用するこ

とができる。 

【設問数】12～13 問(程
度) 

【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 9 問 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 3 問 
２年１～３回 

義務教育範囲 5～13

問程度 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～7問程度 

 
【CEFR】A1 程度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだ

りしながら，電子メールやパンフレットなどから必要な情報を読

み取り，書き手の意図を把握する活動。また，読み取った内容を

話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時

間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や

根拠とともに段落を書いて伝える活動。また，書いた内容を読み

合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・正しい文法語彙語法知識から

日本語の内容に即した英文を

再構築することができる。 

【設問数】6 問(程度) 
【出題形式】 
 選択式(語句整序) 
【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 4～5 問 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～2 問 
２年１～３回 
義務教育範囲 3～6問 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～3問 

 
【CEFR】A1 程度 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・複数の人物による会話文を読

んで、その場面や状況、会話の

流れなどを推測することがで

きる。 

 

【設問数】4 問(程度) 
【出題形式】 
 選択式 
サンプル問題 2 

【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 2～3 問 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～2 問 
２年１～３回 

義務教育範囲 1～4 問

程度 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～4問程度 

 
【CEFR】A1 程度 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパ

ンフレット，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自

分が必要とする情報を読み取る活動。 
 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書か

れている文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだり

しながら，電子メールやパンフレットなどから必要な情報を読み取

り，書き手の意図を把握する活動。また，読み取った内容を話した

り書いたりして伝え合う活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・英語で書かれた手紙やチラ

シ等の情報を読んで、適切な

対応をすることができる。 

 

【設問数】1～2問(程度) 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 1～2 問

程度 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～2 問程度 
２年１～３回 
義務教育範囲 1問程度 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフ

レット，予定表，手紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要

とする情報を読み取る活動。 
(ｳ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明やエッ

セイ，物語などを読んで概要を把握する活動。 

(ｴ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明などを読ん

で，イラストや写真，図表なども参考にしながら，要点を把握する活動。

また，その内容に対する賛否や自分の考えを述べる活動。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれ

ている文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしなが

ら，電子メールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手

の意図を把握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして

伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれ

ている文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしなが

ら，説明文や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握

する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある説明文や物

語文などを読んで、テーマや

概要をとらえることができ

る。 

 

【設問数】2～4問(程度) 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 1～2 問 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～2 問 
２年１～３回 
義務教育範囲 1～4問 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～4問 

 
【CEFR】A1～A2 程度 

 
 
 
 
 
 
 
 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられたテーマに応じて、

論理的な理由を考えることが

できる。 

【設問数】2 問(程度) 
【出題形式】 
 記述式 
【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 2 問 
２年１～３回 
義務教育範囲 1～2問 

英語コミュニケーショ

ンⅠ 1～2問 

【CEFR】A1 程度 
 
 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと。 
(ｱ) 趣味や好き嫌いなど，自分に関する基本的な情報を語句や文で書く

活動。 
(ｲ) 簡単な手紙や電子メールの形で自分の近況などを伝える活動。 
(ｳ) 日常的な話題について，簡単な語句や文を用いて，出来事などを説

明するまとまりのある文章を書く活動。 
(ｴ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容

に基づき，自分の考えや気持ち，その理由など 
を書く活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 記述式 
【出題数の割合】 
１年２～３回 
義務教育範囲 1 問 
２年１～３回 
義務教育範囲～英語コ

ミュニケーションⅠ 

 1問程度 

 
【CEFR】A1 程度 
 
 
 

 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する

語句や文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確

保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に段落を書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答

をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示さ

れたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や

説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や

根拠とともに段落を書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合

い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 記述式 
サンプル問題 3 

【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ

ンⅠ 1 問 
 
【CEFR】A1～A2 程度 

 



（様式４） 

 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 
 

【設問数】4 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 4 問 
【CEFR】A1程度 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 
(ｱ) 関心のある事柄について，相手からの質問に対し，その

場で適切に応答したり，関連する質問をしたりして，互い

に会話を継続する活動。 
(ｲ) 日常的な話題について，伝えようとする内容を整理し，

自分で作成したメモなどを活用しながら相手と口頭で伝え

合う活動。 
(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把

握した内容に基づき，読み取ったことや感じたこと，考え

たことなどを伝えた上で，相手からの質問に対して適切に

応答したり自ら質問し返したりする活動。 
① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 関心のある事柄について，その場で考えを整理して口頭

で説明する活動。 
(ｲ) 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなど

をまとめ，簡単なスピーチをする活動。 
(ｳ) 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把

握した内容に基づき，自分で作成したメモなどを活用しな

がら口頭で要約したり，自分の考えや気持ちなどを話した

りする活動。 

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ、聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 1 問 
【CEFR】A1程度 

※スピーキング試験は実施せず 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
サンプル問題 4 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 1問 
【CEFR】A1～2程度 

※スピーキング試験は実施せず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，

使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示

される状況で，情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝

え合う活動。また，やり取りした内容を整理して発表した

り，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具

体的な進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞

いたり読んだりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気

持ちなどを理由や根拠とともに話して伝え合う活動。また，や

り取りした内容を踏まえて，自分自身の考えなどを整理して

発表したり，文章を書いたりする活動。 
① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使

用する語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多

くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなど

を理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容

について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする

活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分

に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，対話や説明などを聞いたり読んだりして，情報や



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域又
は事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 1問 
【CEFR】A1～2程度 

※スピーキング試験は実施せず 

考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話して伝える活動。

また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意見や感

想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 3 年 1 回-3 年 2 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・複数の人物による会話を聞い

て、その場面や状況等を推測す

ることができる。 

 

【設問数】4問(程度) 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1～4問 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1～4問 

【CEFR】A1程度 

 

聞
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) ア 聞くこと 

(ア) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとら

え，正しく聞き取ること。 

(イ) 自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に聞

き取ること。 

(オ) まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2  内容 

(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，

概要や要点をとらえたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の

大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・状況に応じた正しい語彙や表

現を使用することができる。 

 

【設問数】7問(程度) 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 4～7問 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1～3問 

【CEFR】A1程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) ウ 読むこと 

(ア)文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

(イ)書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるよう

に音読すること。 

エ 書くこと  

(ア)文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意し正しく書くこと。 

(イ)語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

 (2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 

・文レベルで、文法や語彙語法

を正しく理解して使用するこ

とができる。 

【設問数】13問(程度) 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 5～13

問程度 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1～7問程度 

【CEFR】A1程度 

・正しい文法語彙語法知識から

日本語の内容に即した英文を

再構築することができる。 

【設問数】6問(程度) 

【出題形式】 

 選択式(語句整序) 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 3～6問 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1～3問 

【CEFR】A1程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・複数の人物による会話文を読

んで、その場面や状況、会話の

流れ等を推測することができ

る。 

 

【設問数】4問(程度) 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1～4 問

程度 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1～4問程度 

【CEFR】A1程度 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) ウ 読むこと 

(ア) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

(イ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるよ

うに音読すること。 

(ウ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(オ) 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその

理由を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方な

どをとらえること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・英語で書かれた手紙やチラ

シ等の情報を読んで、適切な

対応をすることができる。 

 

【設問数】1問(程度) 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1問程度 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1問程度 

【CEFR】A1～A2程度 

 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) ウ 読むこと 

(ア) 文字や符号を識別し，正しく読むこと。 

(イ) 書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるよ

うに音読すること。 

(ウ) 物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること。 

(エ) 伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し，適切に応じること。 

(オ) 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその

理由を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方な

どをとらえること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概

要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 

・まとまりのある説明文や物

語文等を読んで、テーマや概

要をとらえることができる。 

 

【設問数】4問(程度) 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1～4問 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1～4問 

【CEFR】A1～A2程度 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられたテーマに応じて、

論理的な理由を考えることが

できる。 

【設問数】2問(程度) 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1～2問 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1～2問 

【CEFR】A1程度 

書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

エ 書くこと 

(ア) 文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書く

こと。 

(イ) 語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 

(ウ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり，感想，賛否

やその理由を書いたりなどすること。 

(エ) 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の

考えや気持ちなどを書くこと。 

(オ) 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文

のつながりなどに注意して文章を書くこと。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基

づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意

しながら読んだり書いたりすること。 

ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。 

・与えられた図表等の情報を正

しく読み取り、英語で描写する

ことができる。 

【設問数】1問(程度) 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1問程度 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1問程度 

【CEFR】A1程度 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1問(程度) 

【出題形式】 

 記述式 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1問程度 

コミュニケーション英

語Ⅰ 1問程度 

【CEFR】A1～A2程度 

 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 

 

【設問数】4問(程度) 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 4問 

【CEFR】A1程度 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 

2 内容 

(1) イ 話すこと 

(ア) 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音

声の特徴をとらえ，正しく発音すること。 

(イ) 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝え

ること。 

(ウ) 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり

意見を述べ合ったりなどすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 

2 内容 

(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わる

ように音読する。 

ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交

換をしたりする。 

(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特

徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話し

たりすること。 

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1問(程度) 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

義務教育範囲 1問 

【CEFR】A1程度 

※スピーキング試験は実施せず 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

【設問数】1問(程度) 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

コミュニケーション英語Ⅰ 1問 

【CEFR】A1～2程度 

※スピーキング試験は実施せず 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】1問(程度) 

【出題形式】 

 スピーキング 

【出題数の割合】 

コミュニケーション英語Ⅰ 1問 

【CEFR】A1～2程度 

※スピーキング試験は実施せず 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： 進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-2 年 2 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 基本タイプ 

サンプル問題番号： 1 

出題科目 言語文化 

出題の 

ポイント 

古文読解に必要な語句の意味、品詞の活用を理解したり、古文の基礎的な知識を使って短い

古典テキストを読む力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一（１） ○  
問一（２） ○  
問二（１） ○  
問二（２） ○  
問三（１） ○  
問三（２） ○  
問三（３） ○  
問四（１） ○  
問四（２） ○  
問四（３） ○  
問四（４） ○  

  

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一（１） ○   
問一（２） ○   
問二（１） ○   
問二（２） ○   
問三（１） ○   
問三（２） ○   
問三（３） ○   
問四（１） ○   
問四（２） ○   
問四（３） ○   
問四（４） ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル

問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 ■問一（１） ４ 

問一（２） １ 

問二（１） ３ 

問二（２） ２ 

問三（１） ３ 

問三（２） ８ 

問三（３） ２ 

問四（１） ３ 

問四（２） １ 

問四（３） ２ 

問四（４） ４ 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

言語文化 

〔知識及び技能〕 
(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背景について理解を深

め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 
(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり，

古典特有の表現などについて理解すること。 
 

 



（様式５）          

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： 進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-2 年 2 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 基本タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出題科目 現代の国語 

出題の 

ポイント 

複数の情報から、解答を導き出す際に必要な情報を抽出、統合し、内容を理解して説明でき

る力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

 
知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 ○ 
 ○ 
 ○ 

  

出題形式  
選択式 短答式 記述式 
〇   
 〇  
  〇 

  

サンプル

問題 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 問一 ２ 

問二 ごみを捨てないようにするための広報活動 

問三 実際には参加したことがないけれど清掃ボランティアに参加したいと思っている。 

【採点ポイント】  

「実際には参加したことがない」けれど「清掃ボランティアに参加したいと思っている」と

いう内容が書けている。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章

の構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるととも

に，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 
 

Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，

要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や

書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりすると

ともに，自分の考えを深めること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-1 年 3 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号 1 

 

出題科目 中学校 数学 

出題の 

ポイント 

中学校数学の関数領域における知識・技能を系統的に理解できているかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（２） ○  
（５） ○  
（８） ○  
（９） ○  

 

出題形式 

 

 

 

 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 
（２） ○   
（５） ○   
（８） ○   
（９） ○   

 

サ ン プ ル

問題 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

解答例  
（2）② （5）① （8）④ （9）① 
 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 数学 〔第１学年〕 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 比例，反比例を表，式，グラフなどに表すこと。 

中学校学習指導要領 数学 〔第 2学年〕 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 (ｱ) 一次関数について理解すること。 



中学校学習指導要領 数学 〔第 3学年〕 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 関数 y＝ax^2 について理解すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-1 年 3 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号 2 

 

出題科目 中学校 数学 

数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

中学校数学の関数領域，および高等学校数学の数学Ⅰ（数と式）における，日常的な事象

での課題解決について知識・技能を活用し，思考プロセスを説明することができるかどう

かを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 

 

出題形式 

 

 

 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問１ ○   
問２ ○   
問３   ◯ 

 

サ ン プ ル

問題 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
解答例  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 数学 〔第 1 学年〕 

2Ｃ（1） 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラフなどを用いて調べ，

それらの変化や対応の特徴を見いだすこと。 

(ｲ) 比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 
  

中学校学習指導要領 数学 〔第２学年〕 

2Ｃ（1） 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を見いだし，表，式，

グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

 

数学Ⅰ 

２ (1) 数と式 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目

的に応じて適切に変形したりすること。 

(ｳ) 不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察すること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決に活用すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-2 年 3 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 中学校学習指導要領 外国語 

出題の 

ポイント 

聞き取った内容から、その状況や場面を正しく推測できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

No.1 〇  
No.2 〇  
No.3 〇  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

No.1 〇   
No.2 〇   
No.3 〇   

          
主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 
 
 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
No.1 〇    
No.2 〇    
No.3 〇    

 

サンプル

問題 

 

 

 



 
 

【放送文】 

No.1  
Man ： Which T-shirt do you like best ? 
Woman： I like the white one over there. 
Man ： The one with the black sleeves ? 
Woman： That’s right. I’ll buy it. 
No.2 
Woman： What kind of cake do you want ? 
Man ： The chocolate cake. 
Woman： But that cheesecake looks good, too ! 
Man ： OK, let’s get a small piece of each. 
No.3 
Woman： Look at that dog over there ! 
Man ： The one with the long tail ? 
Woman： Yes. Isn’t he cute ? 
Man ： Yeah, and he has a bandana around his neck, too ! 
 

解答例 No.1  ウ   No.2  エ    No.3   エ 

絵を選択するための情報を、正確に聞き取れたかがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，自然な口調で話される英語を聞いて，話し手の意向を正確に

把握する活動。 

(ｲ) 店や公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスなどから，自分が必要とする情

報を聞き取る活動。 

(ｳ) 友達からの招待など，身近な事柄に関する簡単なメッセージを聞いて，その内容を把

握し，適切に応答する活動。 

(ｴ) 友達や家族，学校生活などの日常的な話題や社会的な話題に関する会話や説明などを

聞いて，概要や要点を把握する活動。また，その内容を英語で説明する活動。 
 
  



 
サンプル問題について 

 
事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-2 年 3 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 中学校学習指導要領 外国語 

出題の 

ポイント 

簡単な会話文を読み、状況や会話の流れなどを理解できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

(1) 〇  
(2) 〇  
(3) 〇  

 

出題形式 

 

 

 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 

(1) 〇   
(2) 〇   
(3) 〇   

 

主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 
 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

(1)  〇   
(2)  〇   
(3)  〇   

 

サンプル

問題 

次の会話文の（  ）に入れるのに最も適当なものを，それぞれ下のア～エのうち 
から一つずつ選び，記号で答えなさい。 
(1) A： Hi ! 
  B： How are you doing ? 
  A： (  ) 
  B： That’s good. 

ア How are you ?    イ Pretty good. 
ウ Too bad.         エ What’s up ? 

(2) A： (  ) 
  B： Really ? Why so soon ? 
  A： I have something to do at home tonight. 
  B： OK. It was nice to meet you. 
ア I’m afraid I must go now.      イ I’m afraid I will come. 
ウ I hope I will go and see you again.  エ I hope I will go to the party. 

(3) A： What’s wrong ? 
  B： I have a headache and a fever. I may have a cold. 
  A： Shall I drive you to the hospital ? 
  B： I can go there by myself. (  ) 
  A： Well, if you need my help, please call me. 

ア Not at all.   イ No way.  ウ Thank you anyway. エ You’re welcome. 
 

 



解答例 (1) イ   (2) ア    (3)  ウ 
会話の定型表現に加え、会話の話題と流れを理解できたかがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

中学校学習指導要領 外国語 
２内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について，簡単な表現が用いられている広告やパンフレット，予定表，手

紙，電子メール，短い文章などから，自分が必要とする情報を読み取る活動。 
 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-2 年 3 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

与えられたテーマに関して、自分の意見を簡潔に英語で表現することができるかを

測定する。 
主として問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

－  ○ 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

－   ○ 
          

主として問う技能
（英語のみ） 
 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    ○ 
 

サンプル問題 あなたは日本に留学中の友だちを案内することになった。あなたは日本のどこに案

内したいか、理由とともに 15語程度の英語で答えなさい。 

解答例 ・I want to take him[her] to Kyoto because it has many historical buildings. (13 

words) 

・I want to show him[her] around Osaka because it has various kinds of cheap 

food. (15 words) 

案内したい場所を選んだうえで、その理由を正確に書けているかどうかがポイン

ト。 
（参考）学習指導

要領の関連項目 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，

文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況

で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝える活動。ま

た，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする

活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，準備

のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞いたり読んだ

りして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝える活動。

また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする

活動。 
 



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：進路マップ 基礎力診断テスト 1 年 2 回-2 年 3 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 英語コミュニケーションⅠ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるよう

に「発表」することができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

 
主 と し て
問う技能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サンプル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果

を示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30秒間で

内容を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 
解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバ

ス通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パター

ンは様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」と

いった要素を明確してから発表するとよい。 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や文，発話例が十

分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持

ちなどを理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答

をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための

多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞いたり読んだりして，情報

や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容につ

いて，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
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